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―Foreword―

薬学教育 6 年制元年夢と希望にあふれたこれからの薬学
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これまで長い年月をかけてきた薬学教育の充実・

改善に関する議論は，理念・目標の段階を終えて，

今後は教育現場と臨床現場との共同作業で改革案を

実践する段階を迎えた．各大学では，2006 年 4 月

に 6 年制学生が入学し，2009―2010 年度には参加

型実務実習の実施資格を担保する薬学共用試験（薬

系大学が共に用いる試験）が行われ，薬学共用試験

に合格した学生が長期実務実習を実施することにな

る．

2012 年 3 月には 6 年制学部・学科を卒業した学

生を対象にして第 1 回目の薬剤師国家試験が行われ

る．

本シンポジウムの第 1 部は，6 年制薬学教育にお

ける薬学共用試験の準備状況，実務実習の評価，及

び大学の教育・研究に対する第三者評価のあり方な

どに関して，日本薬学会薬学教育改革大学人会議の

取り組み状況を報告し，今後の課題について討議し

た．第 2 部では，6 年制薬学部での充実した教育・

研究体制の構築を目指して，基礎薬学と医療薬学，

教育と研究のインテグレーションについて討論し

た．第 3 部では，教育制度改革の今後の展望につい

て関係省庁から講演していただき，夢と希望にあふ

れた次世代の薬学を標榜して，参加者を交えた活発

な討論が行われた．

本特集では，まず始めに，「薬学共用試験（CBT）

の経過と現状」と題して，市川 厚先生（武庫川女

子大学薬学部）に，「日本薬学会 CBT 問題委員会」

委員長のお立場から，薬学共用試験，特に実務実習

前の薬学生の知識や問題解決能力をコンピュータを

用いて評価する客観試験（CBT: Computer-based

Testing）の意義や必要性，準備の進捗状況，実施

までに解決しなければならない問題点などについて

ご執筆頂いた．

次に，「実務実習の課題―評価について―」と題

して，中村明弘先生（昭和大学薬学部）に，「日本

薬学会実務実習指導システム作り委員会」委員長の

お立場から，委員会の活動内容と「実務実習モデ

ル・コアカリキュラム」の評価案作成についてご執

筆頂いた．

中央教育審議会答申には，「薬学共用試験」，「実

務実習」とともに，薬学関係者が自主的に実施すべ

きものとして，薬剤師養成を目的とした 6 年制薬学

教育の分野別評価が強く要望されている．そこで，

「日本薬学会第三者評価検討委員会」委員長の井上

圭三先生（帝京大学薬学部）に，「第三者評価の意

義と今後の課題」と題して，現在の取り組み状況に

ついてご執筆頂いた．

2004 年，国民の総意によって学校教育法及び薬

剤師法が改正されたことは，薬剤師に対する期待の

大きさを表し，責任の重さを示すものでもある．そ

こで最後に，「薬学教育改革の現状と展望」と題し

て，川原 章先生（独立行政法人医薬品医療機器総

合機構）及び関野秀人先生（厚生労働省）に，国民

の医療に対する安心・安全を確保する観点から，新

たな薬学教育への期待をご執筆頂いた．
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6 年制薬学部の教育目標は，医療現場と直結した

連携体制の下，魅力ある“医療人”を養成すること

である．今後の薬学教育の成否が，医療の質を変え

ていくと言っても過言ではない．


